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表１－④－２　別添資料　アドミッション・ポリシーの見直しについて

新

本学では、みなさんの多様な個性を尊重し、人間性に富む人格の形成を促す教育を行い、優れた専門能力と進取の気風にあふれた人材を育成することを教育方針としており
ます。したがって、この方針に必要な基礎学力を有する人を求めています。

■人間文化学科
　日本を含む様々な国々や身近な地域の社会や文化，人間一人一人の心や身体について関心をもち，国語及び外国語の基礎学力を身につけ，人間の行動や文化を専門的に
学び，関連分野へも視野を広げることのできる柔軟性と創造性に富む人を求めています。
　本学科の各専門分野を学ぶために，高等学校の各教科について以下のことを身につけておいてください。
・国語・英語 － 広く人間の行動・文化を探求するために必要となる，読解と表現（作文）に関わる幅広い基礎知識及びコミュニケーション力。
・地歴・公民 － 世界の出来事に対する関心と，諸地域の地理・歴史についての基礎的な知識。
・数学・理科 － 基礎的内容を理解し，論理的に考える習慣

■社会創生学科
　地域・情報・環境・政策等に関わる諸科学を学び，それらを総合して，環境と共生する望ましい社会や地域の創生に向けて貢献する人材育成を目的としています。この目的を
達成するために，社会創生学科は，現代社会が抱える様々な課題に関心を持ち，持続可能な社会の創生に向けて貢献する進取の精神をもった学生を求めています。
　加えて，高等学校の各教科については，以下の知識・能力・資質を身につけておいてください。
・地歴・公民・理科 － 社会環境や自然環境で起こっている現象や問題に対する理解や解決に必要な基礎知識（高等学校で履修すべきレベル）
・国語・英語 － 読解力と表現（作文）力及びコミュニケーション力
・数学 － 基礎的な内容を理解し，論理的に考える習慣

 

■総合理数学科
　総合理数学科では次の意欲を持った人を求めています。
・自然科学の各分野を横断的にまた専門的に学ぶ意欲。
・自然科学の諸成果が社会の中で果たすべき役割を総合的に学び，自分で問題を発見し，解決する意欲。
・大学卒業後に，社会の発展に貢献する，または大学院でより高度な専門性を目指す意欲。
　本学科において数理科学（数学，情報科学）・物質科学（物理学，化学，地球科学）の各分野を学ぶために，高等学校の各教科について以下のことを身につけておいてくださ
い。
・数学・理科 － 基礎的な知識や技能と，自然や科学に対する関心や探求心。
・国語・英語 － 読解力と表現（作文）力及びコミュニケーション力
・地歴・公民 － 基礎的な知識

■医学科
生涯にわたり医療、教育、研究、保健・福祉活動を通して社会に貢献する、次のような人を求めています。
・病める人の気持ちが理解できる温かい心をもつ臨床医をめざす人
・医学研究並びに教育の発展に貢献する医学者をめざす人
・医療行政、福祉の領域で国民の健康の維持・増進に尽くす人
　本学科は、医学・医療を学ぶために必要な基礎学力を有することを前提に、教育目標を達成するための全人的教育を行っています。そのため、高校教育全科における基礎的
な知識・技能を身につけるだけでなく、幅広い教養と人間性や体力をバランスよく身につけることが必要です。
大学入学までに次のような科目について身につけておくことが必要です。
数学－基礎的知識・技能と数学的思考法
理科－物理・化学・生物の基礎的な知識と科学的な自然観・探求心
地歴・公民の各科目－将来、医療人として活躍するために必要な常識的な知識や素養
国語・英語－地域社会や国際的分野において医療人として活躍できるための基礎的なコミュニケーション能力、読解力、思考力

■医科栄養学科
　『食律生命』の理念のもとに、医学と連携した医科栄養学を通して、高度化する医療と人々の食生活の改善・健康の維持増進に資することができる、次のような人を求めてい
ます。
疾患の病態及び治療を理解し、医学に立脚した管理栄養士をめざす人
栄養施策を企画し、国内外において社会に貢献することをめざす人
栄養学分野の研究・教育機関で活躍することをめざす人
　本学科は栄養学の分野（研究者、管理栄養士、教育者など）において指導者として貢献できる人材の育成を目的としており、全人的教育を行っています。そのため、高校教育
全科における基礎的な知識・技能を身につけるだけでなく、幅広い教養と道徳性を身につけておくことが必要です。
　特に以下のものについて修得しておくことを希望します。
英語－医学・栄養学の専門的な論文を将来読み理解できるための読解力と、表現力、コミュニケーション能力
数学－数学の基本的な概念や原理・法則の理解、計算力と論理的な思考法。
理科－自然科学を理解する基礎学力と科学的な自然観・探究心
その他－食生活や医療に対する関心を持ち、理論的に科学を思考する能力と姿勢

■保健学科
　保健・医療・福祉の分野において、人間尊重の倫理に立脚した高い使命感をもち、高度の専門知識・技術を基にチーム医療、地域医療および国際協力に貢献できる人を求め
ています。
●看護学専攻
国際化、高度化する医療の発展を支える看護学の知識・技術を修得するために必要な基礎学力を備えるとともに、健康の維持・増進、生存の質を高めるにふさわしい潜在的資
質を有する人を求めています。
従って、本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。
国語－文章を正しく理解する能力と自分の考えを適切に表現するための作文能力
地歴・公民－基礎学力を有し、社会と人の生活を関連づけて考える姿勢と能力
数学－基本的な知識と計算力及び論理的に思考する能力
理科－自然科学を理解する基礎学力と科学的に思考する能力
外国語－基礎的な読解力・作文力・コミュニケーション能力

●放射線技術科学専攻
　先進的な放射線科学及び医学の知識を修得するために必要な理数系の基礎学力に優れ、診療放射線技師資格取得をめざす明確な目的意識をもち、さらに医療人としての
豊かな人間性とチームワーク精神を自ら高め、放射線技術科学を通じ医療の発展に寄与できる資質を有する人を求めています。
従って、本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。
国語・外国語－基礎的な読解力・作文力・コミュニケーション能力
地歴・公民－将来、地域や国際社会で医療人として、また良識を持った人間として活躍するために必要な知識や素養
数学－「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「数学A」、「数学B」における内容の理解、計算力及び論理的に思考する能力
理科－「物理基礎」、「物理」における内容の理解、自然科学を理解する基礎学力と科学的に思考する能力

●検査技術科学専攻
　医学並びに医療に対する関心が高く、豊かな人間性をもち、医療人として臨床検査技術を身につけ、応用できる能力を育成するために、必要な学力を有する人を求めていま
す。
従って、本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。
国語・外国語－地域社会や国際的分野において活躍できるための基礎的なコミュニケーション能力・読解力
地歴・公民－将来、良識ある社会人として地域で活躍するために必要な基本的な知識と素養
数学－「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「数学A」、「数学B」における内容の理解、基本的な概念や原理・法則を理解する能力と数学的な思考力
理科－「物理」、「化学」及び「生物」の幅広い知識と科学的な探求心
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表１
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旧

本学では 、みなさんの多様な個性を尊重し 、人間性に富む人格の形成を促す教育を行い 、優れた専門 能力と進取の気風にあふれた人材を育成することを教育方針としてお
ります 。したがって、この方針に 必要な基礎学力を有する人を求めています  。

■人間文化学科
目本を含む様々な国々や身近な地域の社会や文化 、人間一人一人の心や身体について関心をもち 、国 語および外国語の基礎学力を身につけ 、人間の心や文化を専門的に学び 、関連分野へ
も視野を広げるこ とのできる柔軟性と創造性に富む学生を求めています 。

本学科の各専門分野を学ぶために  、高等学校の各教科について以下のこと  を身につけておいてください。
－ 国語・英語については 、読解力と表現 （作文） 力はどの分野に進んでも必須のものですが 、とりわけ人間の営みと文化を探求の中心に据え ている人間文化学科では 、この二つの力はきわめ
て重要です。 高等学校での学習を通じてしっかり身につけておいてく ださい。
－ 地歴・公民については 、世界および日本の日々の出来事に関心をもち 、同時に、諸地域の地理・ 歴史についての基礎的な知識を身につけ 、好奇心を育んできてください。
－数学・理科については 、これらの教科の履修を通じて 、論理的に考える習慣を身につけておいてくだ さい。

■社会創生学科
現代社会が抱える様々な課題に関心をもち 、法律・経済、公共政策 、地域、情報、環境、生命などに関する多様な学問の成果を専門的に学ぶと ともに、それらを総合・融合させること によって、望
ましい 社会の創生に向けて貢献する 、進取の精神をも った学生を求めています。

本学科において現代社会が抱える様々な課題に取り組むために 、高等学校の各教科について以下のと とを身につけておいてください。
－ 地歴・公民・理科については 、社会環境や自然環境で起こ っている現象や問題に関心を持ち 、これらへの対応や解決に必要な基礎知識  （高等学校で履修すべ きレベル） を身につけておいて
ください。
－国語・英語については ，読解力と表現 （作文） 力およびコミユ Fケ ション力を身につけておいてください。
－数学については、基礎的な内容を理解し、論理的に考える習慣 を身につけておいてください。

■総合理数学科
数学を含む自然科学の基礎学力を身につけ 、数理・物質科学の各分野を専門的に 学び、その知識を基 に従来の枠組みにとらわれず 、自然界における諸現象を総合的かつ
論理的に学ぼう とする意欲のある学 生を求めています。

本学科において数理・ 物質科学の各分野を専門的に学ぶために 、高等学校の各教科について以下のこ とを身につけておいてください。
－ 数学・理科については 、基礎的な知識や技能を習得する とともに、論理的な思考力を養って自然や科 学に対する関心や探求心を育んできてください。
－ 国語・英語については 、読解力と表現 （作文） 力およびコミ ュニケ ション力を身につけておいてく ださい。
－地歴・公民については 、基礎的な知識を身につけておいてください 。

■医学科
生涯にわたり医療、教育、研究 、保健・福祉活動を通して社会に貢献する 、次のような人を求めてい ます。
・病める人の気持ちが理解できる温かい心をもつ臨床医をめざす人
．医学研究並びに教育の発展に貢献する医学者をめざす人
・医療行政、福祉の領域で国民の健康の維持・ 増進に尽くす人

本学科は 、医学・医療を学ぶために必要な基礎学力を有することを前提に、教育目標を達成するための全人的教育を行っています。そのため、高校教育全科における基礎的
な知識・ 技能を身につけるだけ でなく、幅広い教養と人間性や体力をバランスよ 〈 身につけること が必要です。
大学入学までに次のような科 目について身につけておく ことが必要です。
－数学についての基礎的知識・ 技能と数学的思考法 。
－理科については、物理・化学・生物の基礎的な知識と科学的な自然観  ・探求心。
－地歴・公民の各科目については 、将来、医療人として活躍するために必要な常識的な知識や素養 。
－ 国語・英語については、地域社会や国際的分野において医療人と して活躍できるための基礎的なコミュニケーション能力、読解力、思考力。

■栄養学科
『食律生命』 の理念のもとに、栄養科学を通して人々の食生活を改善し 、健康の保持 ・増進に資する ことができる、次のような人を求めています 。
・医学に立脚した臨床管理栄養士をめざす人 。
・栄養施策を企画し 、国内外において社会に貢献することをめざす人。
．栄養学分野の研究・ 教育機関で活躍することをめざす人。
 
本学科は栄養学の分野 （研究者、臨床栄養士、教育者など） において指導者と して貢献できる人材の育成を目的としており、全人的教育を行 っています。そのため、高校教
育全科における基礎的な知識・ 技能を身につけるだけでなく 、幅広い教養と道徳性を身につけておくことが必要です。 特に以下のものについて修得しておくことを希望します。
－英語については 、・将来専門的な論文 を読み理解できる読解力と 、表現力、コミュニケ ション能力を身につける。
－数学については 「数学 I および II」を修得し基本的な概念や原理 法則を理解する。また計算力と論理的な思考法を身につける 。
－理科については 、「生物 I およびⅡ」 、「化学 I 」 および 「物理 I」を修得してお くことが望ましい。
－食事や医療に対する関心を持ち、理論的に科学を思考する能力と姿勢を身にづける。

■保健学科
保健・ 医療・福祉の分野において 、人間尊重の倫理lこ立脚した高い使命感をもち 、高度の専門知識・技術を基にチ ム医療、地域医療および国際協力に貢献できる人材を求めています 。
 
・看護学専攻
国際化、高度化する医療の発展を支える看護技術を 修得するために必要な基礎学力を備える ととも に、健康の維持・ 増進、生存の質を高めるにふさわしい潜在的資質を有する人を求めています
。

従って、本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。
－国語については 、文章を正し く理解する能力と自分の考えを適切に表現するための作文能力。
－地歴・公民については 、基礎学力を有し 、社会と人の生活を関連づけて考える姿勢と能力。
－ 数学については 、基本的な知識 と計算力及び論理的に思考する能力 。
－理科については、自然科学を理解する基礎学力と科学的に思考する能力。
－外国語については 、基礎的な読解力・ 作文力・ コミュニケーション能力。

・放射線技術科学専攻
先進的な放射線科学および医学の知識を修得するために必要な理数系の基礎学力に優れ 、診療放射線技師をめざす明確な目的意識をもち、さらに医療人としての豊かな人間性とチームワーク精
神を自ら高め、放射線技術科学を通じ医療の発展に寄与できる資質を有する人を求めています 。

従って、本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。
－国語・外国語については 、基礎的な読解力・ 作文力・ コミュニケーション能力。
－地歴 ・公民については 、将来、地域や国際社会で医療人とし て、また良識をもった人間として活躍するために必要な知識や素養 。
－数学については 、「数学I 」 、「数学 Ⅱ 」、「数学Ⅲ」 、「数学A」 、「数学B」 、「数学C」 を修得し、基本 的な知識、許算力および論理的に思考する能力を身につける 。
・理科については 、「物理 I 」 、「物理 Ⅱ 」 を修得し、自然科学を理解する基礎学力と科学的に思考す る能力を身につける。

・検査技術科学専攻
医学並びに医療に対する関心が高く 、豊かな人間性をもち 、コ・メディカノレスタッフとして臨床検 査技術を身につけ 、応用できる能力を育成するために 、必要な基礎学力を有する人を求めていま
す 。

従って、本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくこと を希望します。
－ 数学については 、「数学 I 」 及び 「数学 E 」 を修得し、基本的な概念や原理・ 法則を理解する能力 と数学的な思考力。
－理科については 、「生物 Ⅰ」 、「化学Ⅰ」及び 「物理 I」の基礎的な知識と科学的な探求心。
－ 国語・外国語については 、地域社会や国際的分野において活躍できるための基礎的なコミ ュニケー ション能力・読解力。
－地歴・公民については、将来、良識ある社会人として地域で活躍するために必要な基本的な知識と 素養。
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■歯学科
生命科学に興味と情熱をもち、人間的な優しさをそなえた歯科医師・歯学研究者をめざす、次のような人を求めています。
患者の立場を理解できる豊かな人間性を持つ人
歯科医療の発展のために情熱をもって貢献しようと考えている人
広い視野と論理的思考を持って行動できる人
歯科医療で国際的な活動をしたいと思っている人
広い領域で教養と知識があり、生涯にわたって勉強を継続できる人
歯科に関係する研究に興味を持ち、新しい発見や治療法の開発に貢献したいと思っている人
歯科医療分野を学ぶには、総合的な基礎学力が必要ですので、高校で学んだ全領域の科目をバランスよく修得し、入学するまでに次のものを身につけておくことが必要です。
国語・英語－新聞や書籍（英文も含む）等を積極的に熟読し、読解力や論理的思考力を身につける。
数学－高校で履修した数学を再確認し、数学的思考ができるようにする。
理科－理科は物理、生物及び化学の知識がすべて必要となり、大学受験で選択した以外の理科の科目についても修得が必要です。合格者には、入試で選択しなかった科目を学習してもらうため、入学までに取り組むべき課
題を提供する予定です。
地歴・公民－社会全般（高校で履修しなかった教科も含む）にわたって興味を持ち、世界的視点から日本の文化、思想、制度、歴史及び地理について考察できるようにしておく。

■口腔保健学科
人間的な優しさを持ち、口腔保健及び福祉の専門知識と技能を身につけ健康長寿の推進に貢献できる、次のような人を求めています。
学習意欲・好奇心が旺盛で、チャレンジ精神のある人
自分の考えや意見を論理的に説明できる人
歯や口の健康に興味をもち、歯科の病気の予防に貢献したいと考える人
高齢者や障害者などに関する現代社会・地域社会の諸問題を見据え、その解決に貢献したいと考える人
本学科は口腔保健・医療・福祉を学ぶために必要な基礎学力を有することを前提に、教育目標を達成するための全人的教育を行っています。そのため、高校教育全科における基礎的な知識・技能を身につけるだけでなく、幅
広い教養と道徳性をバランスよく身につけておくことが必要です。
入学までに身につけておくべき科目等は、少なくとも次のものです。
国語－国語の学習を通じて、現代人としての常識的な知識とともに、日本語による論理的な記述力やコミュニケーション能力を身につけておくこと。
地歴・公民－地歴・公民に広く関心を持ち、多様な価値観や世界観、考え方があることを理解しておくこと。
数学－単に公式を暗記し問題に当てはめるだけではなく、論理的な思考を展開するために必要な理解力と応用力を身につけておくこと。
理科－理科の学習を通じて自然科学に深い関心を持ち、その基礎的な考え方を身につけておくこと。
英語－基礎的なコミュニケーション能力や読解力を身につけておくこと。

薬
学
部

薬学部の教育方針は、薬学が関係する諸分野の連携を基盤に、自らの活躍の場を積極的に開拓できる能力に溢れた人材（インタラクティブYAKUGAKUJIN）の育成です。そのため薬学部では、両学科一括入試のもとで入学
させ、3年前期までは同一のカリキュラムで学ばせ、その後適性に合った進路を選択させます。したがって、徳島大学薬学部では既成観念にとらわれない柔軟な思考能力を持ち、向学心に満ち、未踏分野の開拓精神に溢れ
た人材を求めています。
■薬学科
　生命科学を基盤とする多様な薬学分野において、医薬品の性質や使用に関する研究に情熱、意欲、興味を有し、薬剤師として薬学に貢献できる人を求めています。
■創製薬科学科
　生命科学を基盤とする多様な薬学分野において、医薬品の創製に関する研究に情熱、意欲、興味を有し、創薬研究者・教育者として薬学に貢献できる人を求めています。
本学部（薬学科及び創製薬科学科）では柔軟な科学的思考力を有する医療や創薬（＝くすりを創る）研究に貢献できる人材の養成を行っています。
入学するまでに身につけておくのが望ましい科目・素養等は以下の通りです。
国語・英語－薬学部で学んだ知識や成果を論理的に表現し、さらにそれらを世界に発信する必要がある。従って、国語・英語の基礎的な読解力、表現力、発信力、コミュニケーション能力
理科－理系科目については、薬学を学ぶ上での基礎的な知識として、理科は化学に加え、物理と生物の両科目の履修を希望
数学－理系数学についての基本的な知識・技能と論理的思考法
その他－将来医療人や創薬研究者として活躍するためには、上記以外の科目もおろそかにせず、また部活やボランティア等、様々な活動に積極的に取り組むことで、幅広い視野と高い倫理観、豊かな人間性を育んでもらい
たい。

■建設工学科
「安全で安心できる生活環境」、「豊かな社会・自然」や「美しい国土」の実現にかかわる課題を創造的に見出し、その課題を広い視野と使命感をもって解決する能力を育成します。そのために以下のような人を求めています。
・ 建設工学に強い関心と興味と学ぶ意欲をもつ人
・地球的視野と協調性をもつ人
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
数学 「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「数学Ａ」、「数学Ｂ」、「数学Ｃ」における、個々の項目の内容の理解
理科 「物理Ⅰ・物理Ⅱ」における、個々の項目の内容の理解
国語・英語 基礎的学力と論理的に物事を説明できる力
その他 安全・安心な社会づくりに必要な地理、歴史、倫理、政治経済、現代社会などの素養

■機械工学科
機械工学に対する旺盛な勉学意欲及び強い興味をもち、それらを修得する基礎学力を有する人を求めています。
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
 数学 ｢数学Ｉ｣、｢数学Ⅱ｣、｢数学Ⅲ｣、｢数学Ａ｣、｢数学Ｂ｣、｢数学Ｃ｣における、個々の項目の十分な理解
理科 ｢物理Ⅰ・物理Ⅱ｣、｢化学Ⅰ・化学Ⅱ｣における、個々の項目の十分な理解
国語・英語 文章読解力、作文力及びそれらを使ったコミュニケーション能力
その他 地理歴史・公民及び芸術科目を通しての教養豊かなバランス感覚

■化学応用工学科
化学に強い興味をもち、技術革新に積極的に対応できる基礎学力をもつ人を求めています。
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
数学 ｢数学Ｉ｣、｢数学Ⅱ｣、｢数学Ⅲ｣、｢数学Ａ｣、｢数学Ｂ｣、｢数学Ｃ｣における、個々の項目の内容の理解
理科 ｢物理Ⅰ・物理Ⅱ｣、｢化学Ⅰ・化学Ⅱ｣における、個々の項目の内容の理解
国語・英語 文章読解力、作文力、コミュニケーション能力
その他 教養のある豊かな人間性を育むために必要な地理、歴史、倫理、政治経済、現代社会などの素養

■生物工学科
生命工学が関わるエネルギー・食糧・環境・医療などの課題を生命の仕組みを応用する工学技術により解決する能力を育成します。そのために必要な基礎学力を備え、積極的な学習意欲をもつ以下のような人を求めていま
す。
命現象に対する深い興味をもつ人
柔軟かつ独創的発想で課題解決に努力できる人
強い目的意識と継続的な向上心をもつ人
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
数学 ｢数学Ｉ｣、｢数学Ⅱ｣、｢数学Ⅲ｣、｢数学Ａ｣、｢数学Ｂ｣、｢数学Ｃ｣における、内容の理解と、それらを活かせる数学的思考力
理科 ｢物理Ⅰ・物理Ⅱ｣、｢化学Ⅰ・化学Ⅱ｣「生物Ⅰ・生物Ⅱ」から２科目以上における、内容の理解と科学的思考法
国語・英語 将来において国際社会で活躍する人材の素養としてのコミュニケーション能力、読解力、思考力
その他 地理歴史・公民については、各科目における基礎的な知識及び社会事象に対する関心や探求心

■気電子工学科
電気電子に関わるエネルギー、システム、回路、デバイス技術の課題を創造的に発見・解決する能力を育成します。そのため、上記の課題に強い興味を有し、数学、理科などの基礎学力をもつ人を求めています。
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
数学 ｢数学Ⅰ｣、｢数学Ⅱ｣、｢数学Ⅲ｣、｢数学Ａ｣、｢数学Ｂ｣、｢数学Ｃ｣における、個々の項目の内容の理解
理科 ｢物理I｣、｢物理II｣または｢化学Ｉ｣、｢化学II｣における、個々の項目の内容の理解
国語・英語 文章読解力、作文力、コミュニケーション能力
その他 社会事象に対する基礎知識

■知能情報工学科
知能情報工学科は、高度情報社会を担うためのコンピュータ技術者の人材養成という社会的要請に対応するため、急速に進展する情報科学及び情報産業において、十分適応し得るハードウェアならびにソフトウェア技術を
身につけ、併せて、システム全体を大局的に把握し、知的で創造的な手法によってコンピュータを使いこなす技術者を育成します。
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
数学 ｢数学Ⅰ｣、｢数学Ⅱ｣、｢数学Ⅲ｣、｢数学Ａ｣、｢数学Ｂ｣、｢数学Ｃ｣における、基礎的な知識と計算力、論理的思考
理科 ｢物理I｣、｢物理II｣、｢化学Ｉ｣、｢化学II｣から２科目以上における、基本的な原理、法則の理解とそれを適用する能力
国語・英語 文章読解力、作文力、コミュニケーション能力

■光応用工学科
光技術に関わる課題を創造的に見出し、その課題を広い視野と使命感をもって解決する能力を育成します。そのために必要な基礎学力を備えるとともに向学心、倫理性に富む以下のような人材を求めています。
光に対する深い興味をもつ人
新しいことに挑戦できる情熱と行動力をもつ人
何が新しいのかを知るための継続的な探求心をもつ人
柔軟で独創的な発想による課題解決の方法を論理的に見出すことに努力できる人
入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
数学 ｢数学Ｉ｣、｢数学Ⅱ｣、｢数学Ⅲ｣、｢数学Ａ｣、｢数学Ｂ｣、｢数学Ｃ｣における、個々の項目の内容の理解
理科 「物理Ⅰ･物理Ⅱ」、「化学Ⅰ･化学Ⅱ」における、個々の項目の内容の理解
国語・英語 文章読解力、作文力、コミュニケーション能力
その他 創造性、広い視野、使命感を育むため、地理、歴史、公民、芸術等のそれぞれについての素養

工
学
部
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■歯学科
生命科学に興味と情熱をもち 、人間的な優しさをそなえた歯科医師・ 歯学研究者をめざす 、次のような人を求めています。
・患者の立場を理解できる豊かな人間性を持つ人 。
・歯科医療の発展のために情熱をも って貢献レようと考えている人。
．広い視野と論理的思考を持 って行動できる人。
・歯科医療で国際的な活動を Lたいと思っている人。
・広い領域で教養と知識があり 、生涯にわたって勉強を継続できる人 。
・歯科に関係する研究に興味を持ち 、新しい発見や治療法の開発に貢献したいと思っている人。

歯科医療分野を学ぶには、総合的な基礎学力が必要ですので 、高校で学んだ全領域の科目をバランスよく修得しておくことが必要です。
－国語・英語については 、新聞や書籍 （英文も含む） 等を積極的に熟読し 、読解力や論理的思考力を身 につけておく。
－数学については 、高校で履修した数学を再確認し 、数学的思考ができるようにする。
－理科については 、理科は物理 、生物および化学の知識がすべて必要となり  、大学受験で選択した以外の理科の科目についても修得が必要です 。合格者には 、入試で選択しなかった科目を学習しても らう ため、入学ま
でに取り組むべき課題を提供する 予定です。
－地歴・公民については 、社会全般 （高校で履修しなか った教科も含む） にわたって興味を持ち、世界 的視点から日本の文化 、思想、制度、歴史および地理について考察できるよう にしておく。

■口腔保健学科
人間的な優しさを持ち 、高度な技術と知識をそなえた歯科衛生士や口腔保健学の指導者をめざす 、次 のような人を求めています。
・ 学習意欲・好奇心が旺盛で、チャレンジ精神のある人。
．自分の考えや意見を論理的に説明できる人 。
・歯や口の健康に興味を持ち、歯科の病気の予防に貢献じ たいと考える人。
・高齢者や障害者などに関する 現代社会・地域社会の諸問題を見据え 、その解決に貢献したいと考える人。

本学科は口腔保健・ 医療・福祉を学ぶために必要な基礎学力を有する ことを前提に、教育目標を達成するための全人的教育を行 っています。そのため、高校教育全科における基礎的な知識・ 技能を身につ けるだけでな
く、幅広い教養と道徳性をバランスよく身につけておくことが必要です。
入学まで、に身につけておくべき科目等は、少なくとも次のものです。
－ 国語の学習を通じて 、現代人としての常識的な知識と ともに、日本語による論理的な記述力やコミュ ニケ ション能力を身につけておくこと。
－地歴・公民に広く 関心を持ち、多様な価値観や世界観 、考え方があることを理解しておくこと 。
－ 数学については、単lこ公式を暗記し問題に当てはめるだけではなく 、論理的な思考を展開するために必要な理解力と応用力を身につけておく こと。
－理科の学習を通 じて自然科学に深い関心を持ち 、その基礎的な考え方を身につけておく こと。
－英語については 、基礎的なコミ ュニケーション能力や読解力を身につけておくこと。•

将来、生命科学を基盤とする薬学に関する研究に貢献することができる人を求めています。
■薬学科
医薬品の性質や使用に関する研究に情熱 、意欲、興味を有し 、薬剤師と して生命科学を基盤とする薬学に貢献できる人を求めています 。
■創製薬科学科
医薬品の創製に関する研究に情熱 、意欲、興味を有し 、生命科学を基盤とする薬学に貢献できる人を 求めています。

本学部では柔軟な科学的思考力を有する医療や創薬 （＝ くすりを創る） 研究に貢献できる人材の養成を 行っています。
そのため、本学部に入学するまで、に身につけておくのが望ましい科目・素養等は以下の通りです。
－ 語学科目については 、薬学部で学んだ知識や成果を理論的に表現し 、さらにそれらを世界に発信する必要があります。従って、国語・英語の基礎的な読解力、表現力、発信力 、コミュニケ ショシ能力を身につけて下さ
い。
－理系科目については、薬学を学ぶ上での基礎的な知識として、理科は化学に加え 、物理と生物の両科目の履修を希望します。また数学は、理系数学についての基本的な知識 ・技能と論理的思考法を身につけて下さい。
－ 将来医療人や創薬研究者として活躍するためには 、上記以外の科目もおろそかにせず 、また部活やボ ランティア等，様々な活動に積極的に取り組むことで 、幅広い視野と高い倫理観 、豊かな人間性を育んでもらいた
いと思います 。

科学技術にかかわる課題を創造的に見出し 、その課題を広い視野と使命感をも って解決する能力を有する技術者・研究者を育成します 。そのために必要な基礎学力をもつ人を求めています。

■建設工学科
「安全で安心できる生活環境」 、「豊かな社会」や 「美しい国土」 の実現にかかわる課題を創造的に見出し、その課題を広い視野と使命感をも って解決する能力を育成します。そのために必要な基礎学力をもつ人を求めてい
ます 。

入学するまでに身につけておくべき教科・科目等は以下の通り です。
－数学については 、微分・積分や代数学などを中心とした数学 。
－理科については 、力学を中心とした理科 。
－ 国語・英語については 、基礎的学力と論理的に物事を説明できる作文力 。
－ 安全・安心な社会づく りに必要な地理、歴史 、倫理、政治経済、現代社会などの素養 。

■機械工学科
機械工学に対する旺盛な勉学意欲および強い興味をもち 、それらを修得する基礎学力を有する人を求 めています。

入学するまで、に身につけておくべき教科・科目等は以下の通りです。
－数学については 、「数学 I」 、「数学Ⅱ」、「数学III」 、「数学 A」 、「数学 B 」 、「数学 C」 における、個々の項目の十分な理解。
－理科については 、「物理 I  ・物理Ⅱ」、「化学 I  ・化学Ⅱ」 における、個々の項目の十分な理解 。
－国語・英語については 、文章読解力 、作文力及びそれらを使 ったコミュニケーション力。
－地理歴史・公民及び芸術科目を通しての教養豊かなバランス感覚。

■化学応用工学科
化学に強い興味をもち  、技術革新に積極的に対応できる基礎学力をもつ人を求めています。

入学するまでに身につけておくべき教科・ 科目等は以下の通りです。
－数学については 、「数学 I」 、「数学Ⅱ」 、「数学 Ⅲ」 、「数学 A」 、「数学 B」 、「数学 C」における、個々の 項目の内容の理解。
－理科lこついては、「物理 I  ・物理 Ⅱ」、「化学 I・化学Ⅱ」 における、個々の項目の内容の理解。
－国語・英語については 、文章読解力 、作文力、コミュニケ－ション能力。
－教養のある豊かな人間性を育むために必要な地理 、歴史 、倫理、政治経済、現代社会などの素養。

■生物工学科
バイオテクノロジストをめざし 、生物工学科に強い入学意欲をも った基礎学力の高い人を求めています。

入学するまで、に身につけておくべき教科・科目等は以下の通 りです。
－ 数学については 、「数学 I」 、「数学 Ⅱ」 、「数学 III 」、「数学 A」 、「数学 B 」 、「数学 C」 における、内容の 理解と、それらを活かせる数学的思考力 。
－ 理科については 、「物理 I・物理 Ⅱ」 、「化学 I・化学Ⅱ」  「生物 I・生物 II」から 2 科目以上における 、 内容の理解と科学的思考法 。
－ 国語・英語については 、将来において国際社会で活躍する人材の素養としての コミュニケーション能力、読解力、思考力。
－地理歴史・公民については 、各科目・における基礎的な知識及び社会事象に対する関心や探求心 。
 
■電気電子工学科
電気電子に関わるエネルギー､システム回路、デバイス技術の課題を創造的に見つけ 、解決する能力を育成します。そのために必要な意欲と 、数学、理科、英語などの基礎学力を持つ人を求めています 。

入学するまで、に身につけておくべき教科・科目等は以下の通り です。
－数学については 、微分・積分の基本的な考え方 、三角関数・指数関数・対数関数の基本的な性質 、ベクトルについての基本的な概念の理解 。
－理科については 、「物理」 における、力と運動に関する概念や原理・ 法則、並びに、電気や磁気に関する基本的な概念や原理・法則の系統的な理解。
－国語・英語については 、文章読解力 、作文力、 コミュニケーション能力。

■知能情報工学科
知能情報工学に関す る課題を創造的に見出 し、その課題を広い視野と使命感をも って解決する能力を 育成します。そのために必要な基礎学力をもつ人を求めています。
入学するまでに身につけておく べき教科・科目等は以下の通 りです。
－ 数学については 、「数学 I 」 、「 数学 II 」、「数学 III 」 、「数学 A」 、「数学 B 」 、「数学 C」における 、基礎的 な知識と計算力、論理的思考。
－理科については 、 「物理 、I 」 、「物理 II 」 、「化学 I 」、「化学 II 」から2 科目以上における 、基本的な原理〈 法則の理解とそれを適用する能力 。
－文章読解力 、作文力､コミュニケーション能力。

■光応用工学科
光技術に関わる課題を創造的に見出し 、その課題を広い視野と使命感をもって解決する能力を育成します。そのために必要な基礎学力を備えるとともに向学心 、倫理性に富む以下のよ うな人材を求めています。
・ 光に対する深い興味をもつ人。
・新しいこと に挑戦できる情熱と行動力をもつ人。
・何が新しいのか知るための継続的な探求心をもつ人。
・柔軟で独創的な発想によ る課題解決の方法を論理的に見出すことに努力できる人。
入学するまでに身につけておく べき教科・科目等は以下の通り です。
－ 数学については 、「数学 I 」 、「数学 Ⅱ」 、「数学 III 」 、「数学 A」 、「数学 B」 、 「数学 C」 における、個々の項目の内容の理解。
－ 理科については、「物理Ⅰ ・物理 Ⅱ」 、「化学Ⅰ・化学 Ⅱ」 における、個々の項目の内容の理解。
－ 国語・英語については 、文章読解力 、作文力、コミュニケーション能力。
－ 創造性〈 広い視野、使命感を育むため 、地理歴史 、公民、芸術等のそれぞれについての素養。
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部局名 研究代表者名 研究プロジェクト 22 23 24 25 26 27

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉﾑ研究ｾﾝ
ﾀｰ

高浜　洋介
松本　　満

徳島大学免疫自己システム研究プログラム 5,600 5,500 3,000

大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研
究部

木内　陽介
岡久　稔也

ＬＥＤライフフォトニクス 7,000 7,000 3,500

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（歯学系）

野間　隆文
堀川　一樹

再生医学研究プラットフォームの構築と臨
床応用への展開

5,000 5,000 2,500

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

南川　典昭
大高　　章

徳大薬学部創薬シーズの整備と蔵本ネット
ワークを基盤としたアカデミア創薬研究

5,000 5,000 2,500

ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ
研究部

服部　武文
横井川　久己男

マツタケ香形成を指標にしたきのこ形成機
構の解明

7,000 7,000 3,500

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

松本　俊夫
親泊　政一

エピゲノムと臓器ネットワーク解析で迫る
次世代糖尿病研究

6,000 6,000 3,000

疾患プロテオゲノム研究
センター

親泊　政一 糖尿病及びその関連疾患克服 10,000 9,000 9,000

大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研
究部

木内　陽介 ＬＥＤによるライフ・イノベーション 8,096 9,000 9,000

疾患プロテオゲノム研究
センター

高浜　洋介 9,000

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（歯学系）

林　良夫 2,500 9,000

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

松本　俊夫 抗老化のための栄養科学と骨疾患克服 7,300 9,000 9,000

27,896 36,000 36,000 35,600 35,500 18,000計

分子イメージング手法を導入した免疫疾患
克服

決定額

　　　　　　徳島大学学長裁量経費・革新的特色研究経費一覧(平成22年度～27年度）　　　　　　　資料1
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資料２

採択年
度

研究区分 部局名 研究代表者名 研究課題名 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

26  未来発達型
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ

研究部（医学系）
准教授
野間口　雅子

HIV/SIVの比較ウイルス学：HIV-1への進化に関する実
験的解析

2,000

26  未来発達型
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ

研究部（薬学系）
教授
難波　康祐

アルカリ性不良土壌の緑地化に関する分子科学的研究 3,000 2,000

26  未来発達型
大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研

究部
教授
櫻谷　英治

生物機能を活用した有用脂質生産の基盤技術開発 3,000 2,000

26  未来発達型 疾患酵素学研究センター
教授
立花　誠

エピジェネティック制御によるマウス性決定遺伝子の発
現制御機構

3,000 2,000

26  未来発達型
藤井節郎記念医科学セ

ンター
特任助教
竹本　龍也

胚に対応した培養細胞を活用した初期細胞運命決定の
遺伝子制御ネットワークの解明

3,000 2,000

26  未来発達型
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ

研究部（歯学系）
准教授
工藤　保誠

ユビキチン分解ネットワークによる¨DNAを一度だけ正確
に複製する¨機構の解明

3,000 2,000

26  若手科研費
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ

研究部（医学系）
助教
上番増　喬

胎生期の母親の腸内環境が出生後の生活習慣病発症
に及ぼす影響の解明

1,000

26  若手科研費
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ

研究部（医学系）
助教
黒部　裕嗣

CABG用小口径生体吸収性動脈グラフトの開発～3Dプ
リンターを活用して～

2,000

25 未来発達型研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

講師
志 内　哲 也

摂食リズムの破綻による生体恒常性の変化と臓器間代
謝ネットワークの解明

2,500 2,772 2,000

25 未来発達型研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

助教
坂根　亜由子

神経機能異常やがん転移につながる分子輸送・細胞骨
格の時空間制御の破綻を新規制御蛋白質系の構造変
化から解く

3,000 2,565 2,000

25 未来発達型研究 疾患酵素学研究センター
准教授
内山　圭司

プリオン感染によるポストゴルジ小胞輸送障害お
よび神経細胞死誘導機構の解明

3,000 2,470 2,000

25 未来発達型研究
疾患プロテオゲノム研究
センター

准教授
岡崎　一美

単一細胞遺伝子発現解析による新規機能性細胞集
団の特定と解析

3,000 2,009 2,000

25 国際共同研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

教授
柏田　良樹

天然薬物資源アクセスのためのグローバルネットワーク
構築とそれに基づく創薬研究への展開

2,000

25 特色研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（歯学系）

教授
田中　栄二

ゲノム編集技術を基盤とする疾患の病態解明と画期的
治療法開発研究拠点整備

6,000 4,070 3,500

24  未来発達型
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

助　教
近久　幸子

胎内環境ホメオスタシスの崩壊が代謝・脳機能に及ぼす
影響

3,500 2,800 2,743

24  未来発達型
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

教　授
　斎藤　博幸

ナノバイオ医薬品をターゲットとしたレギュラトリーサイエ
ンス研究基盤の構築

3,000 2,800 2,415

24  未来発達型
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉﾑ研究ｾﾝ
ﾀｰ

教　授
峯岸　克行

病態プロテオゲノム研究の始動と推進 4,000 4,200 2,647

24  国際共同
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

教　授
安友　康二

疾患克服と予防を目指したインビボ実験医学の日
韓共同研究

2,000

24  国際共同
大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研
究部

教　授
森賀　俊広

地熱・熱水資源の有効利用に向けた材料化学及び化学
工学的国際共同アプローチ

3,500

24 特色研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

教　授
大高　 章

アカデミア創薬研究教育拠点形成に向けた基盤整備事
業

4,000 2,700 2,309

23 未来発達型研究 疾患酵素学研究センター
准教授
小迫　英尊

プロテオミクスを利用したキナーゼターゲットの網羅的同
定と生理機能の解明

7,000 4,000 4,300

23 未来発達型研究 疾患ゲノム研究センター
教授
片桐　豊雅

次世代型高速シーケンサーを用いた難治性疾患関連遺
伝子の同定およびその機能解析

7,000 4,000 4,200

23 国際共同研究
大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研
究部

教授
西尾　芳文

非線形回路ネットワークを利用した画像圧縮アル
ゴリズムの開発

2,500

23 国際共同研究 〃
教授
野地　澄晴

ヒト化トランスジェニックコオロギを利用したヒト遺伝子機
能の解明のための国際共同研究

2,500

23 特色研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

教授
伊藤　孝司

ネオバイオメディシンの開発と創薬・医療への応用 5,000 3,000 3,000

22 未来発達型研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（歯学系）

教授
田中　栄二

RNA干渉法による疾患関連遺伝子機能解析と治療法の
開発

6,000 4,000 4,000

22 未来発達型研究
大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研
究部

教授
大政　健史

「細胞内蛋白質の品質管理機構の解明と蛋白質医薬品
生産への応用」

5,900 4,000 4,000

22 国際共同研究
大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研
究部

教授
野地　澄晴

ヒト化トランスジェニックコオロギを利用したヒト遺伝子機
能の解明のための国際共同研究

3,600

22 国際共同研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

教授
六反　一仁

心の疾患の予知・予防を目指す日韓共同研究 3,000

22 国際共同研究 大学病院
講師
川人　伸次

糖尿病合併症の発症・進展阻止のための低温反応性ア
ルブミン除去アフェレーシス療法の開発

1,700

22 特色研究
大学院ｿｼｵ・ｱｰﾂ・ｱﾝﾄﾞ・
ｻｲｴﾝｽ研究部

教授
今井　昭二

四国源流域における水と緑と食のグリーン・イノベーショ
ン

2,600 2,500 1,500

22 特色研究
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

准教授
石田　竜弘

オキサリプラチン含有リポソーム医薬品化研究 3,300 3,500 3,500

21
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（医学系）

教　授
玉置　俊晃

食品・栄養機能を基盤とする血管機能維持の予防医学
研究

5,000 4,000

21
大学院ソシオテクノサイ
エンス研究部

教　授
中村　嘉利

高温高圧水熱処理を用いたセルロース系バイオマスリ
ファイナリープロセスの開発

4,000 4,000

21 疾患酵素学研究ｾﾝﾀｰ
教　授
松本　満

新規遺伝子改変マウスの作出による疾患病態研究 6,000 4,000

20
大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ
研究部（薬学系）

教　授
伊藤　孝司

細胞の分化・脱分化制御に関わる「くすり」の探索～再
生医療への薬学的アプローチ～

5,000

20 疾患ゲノム研究センター
教　授
親泊　政一

疾患ゲノム研究の始動と推進 6,000

52,100 50,000 44,000 43,500 44,000 21,500計

徳島大学パイロット事業支援プログラム（研究支援事業）採択事業一覧(平成22年度～27年度）
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区分 種類 省　庁　名　・　事　業　名　等 課　　　　　　　　　　　　　題　　　　　　　　　　　　　名 部局名・職名 氏　　　名 申　請　額 採択(契約)額 期　　間

採択
（継続）

競争 科学研究費補助金　基盤研究(A) 獲得免疫システムを特徴づける胸腺微小環境の分子基盤
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
9,000,000

（36,900,000）
24年度

(23年度～26年度)

採択 競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

免疫四次元空間ダイナミクス
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
10,000,000

（35,000,000）
8,000,000

（26,800,000）
24年度

(24年度～28年度)

採択 競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

胸腺微小環境の機能解明と構築
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
40,000,000

（200,000,000）
37,200,000

（160,600,000）
24年度

(24年度～28年度)

採択
（継続）

競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

免疫四次元空間ダイナミクス
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
7,200,000

（26,800,000）
25年度

(24年度～28年度)

採択
（継続）

競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

胸腺微小環境の機能解明と構築
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
30,800,000

（160,600,000）
25年度

(24年度～28年度)

採択
（継続）

競争 科学研究費助成事業　基盤研究(A) 獲得免疫システムを特徴づける胸腺微小環境の分子基盤
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
9,000,000

（36,900,000）
25年度

(23年度～26年度)

採択
（継続）

競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

胸腺微小環境の機能解明と構築
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
31,000,000

（160,600,000）
26年度

（24年度～28年度）

採択
（継続）

競争 科学研究費助成事業　基盤研究(A) 獲得免疫システムを特徴づける胸腺微小環境の分子基盤
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
9,000,000

（36,900,000）
26年度

（23年度～26年度）

採択
（継続）

競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

胸腺微小環境の機能解明と構築
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

高濱　洋介
30,800,000

（160,600,000）
27年度

（24年度～28年度）

採択 競争
（独）科学技術振興機構「戦略的創造研究推進事業（CREST）
【炎症の慢性化機構の解明と制御に向けた基礎擬生術の創
出】領域」

臓器特異的自己免疫疾患の病態解明による慢性炎症制御
法の開発

疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　　　満 205,000,000 205,000,000 23～28年度

採択
（継続）

競争
（独）科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業チーム型
研究（CREST）

臓器特異的自己免疫疾患の病態解明による慢性炎症制御
法の開発

疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　　満 － 50,440,000 24年度

採択
（継続）

競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

胸腺髄質上皮細胞分化機構の解明
疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　満
5,000,000

（10,000,000）
24年度

(23年度～24年度)

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
根本的治療法確立のための遺伝性自己免疫疾患の病態解
明

疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　満
 7,000,000

(20,000,000)
5,300,000

（14,200,000）
25年度

（25年度～27年度）

契約
（継続）

受託
（独）科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業ﾁｰﾑ型研
究（CREST）

臓器特異的自己免疫疾患の病態解明による慢性炎症制御
法の開発

疾患酵素学研
究ｾﾝﾀｰ・教授

松本　　満 － 46,930,000 25年度

契約
（継続・
増額）

受託
（独）科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業ﾁｰﾑ型研
究（CREST）

臓器特異的自己免疫疾患の病態解明による慢性炎症制御
法の開発

疾患酵素学研
究ｾﾝﾀｰ・教授

松本　　満 － 7,930,000 25年度

採択 競争 経済産業省・平成25年度　課題解決型医療機器等開発事業
難治性腹水の外来治療を可能とするモバイル型腹水濾過濃
縮用装置の開発

病院・講師
岡久　稔也

（分担）
99,651,600 104,830,000 25～27年度

採択 競争
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構・
平成２７年度　中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進事業

マルチリング方式を用いた超小型胸膜水濾過濃縮用装置の
開発

医歯薬学研究
部（医学系）・特
任教授

岡久　稔也
（分担）

10,024,964
27～28年度
18,732,764

27～28年度

採択 競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

マクロファージの異常な活性化に起因する慢性炎症発症機
序の解明

HBS（医学系）・
特任教授

堀川　一樹
 5,000,000

(10,000,000)
4,000,000

（8,200,000）
25年度

（25年度～26年度）

採択 競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

ケミカルデバイスを利用したｓｉＲＮＡによって誘起される分子
反応の発現機構解明

HBS（薬学系）・
教授

南川　典昭
3,000,000

（5,600,000）
2,900,000

（5,500,000）
24年度

(24年度～25年度)

採択 競争 科学研究費補助金　基盤研究（Ｂ）
ｓｈＲＮＡ持続発現型人工ミニプラスミドによるＲＮＡｉ創薬の新
展開

HBS（薬学系）・
教授

南川　典昭
10,000,000

（20,000,000）
7,600,000

（14,500,000）
24年度

(24年度～26年度)

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
iRed/iPedの完全化学合成を基軸とした実践的対がん創薬基
盤研究

医歯薬学研究
部（薬学系）・教
授

南川　典昭
10,470,000

（19,970,000）
7,300,000

（13,300,000）
27年度

（27年度～29年度）

契約 共同 富田製薬株式会社 核酸を用いた創薬の研究開発
ＨＢＳ（薬学
系）・教授

南川　典昭 － 5,961,600 26～28年度

採択 競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

分子標的探索のための化学選択的修飾部位内在型リンカー
の開発

HBS（薬学系）・
教授

大高　章
3,000,000

（5,990,000）
2,600 000

（5,300,000）
24年度

(24年度～25年度)

採択 競争 科学研究費補助金　基盤研究（Ｂ）
創薬基盤確立に向けた効率的人工タンパク質化学合成法の
開拓

HBS（薬学系）・
教授

大高　章　　
8,300,000

（19,830,000）
6,300,000

(14,200,000)
24年度

(24年度～26年度)

採択 助成 （公財）上原記念生命科学財団・平成２４年度　研究助成 高選択的タンパク質ラベル化試薬の開発
HBS（薬学系）・
教授

大高　　　章 5,000,000 5,000,000 24年度

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
骨格系の分子制御機構の解明とその異常による病態の治療
法の開発

HBS（医学系）・
教授

松本　俊夫
 7,000,000

(20,000,000)
5,300,000

（14,200,000）
25年度

（25年度～27年度）

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
小胞体ストレス応答因子ATF6βによる生体機能制御とその
破綻による疾患発症の解明

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

親泊　政一
 6,050,000

(20,000,000)
4,300,000

（13,200,000）
25年度

（25年度～27年度）

採択 競争
日本医療研究開発機構・創薬支援推進事業－創薬総合支援
事業（創薬ブースター）－における支援

小胞体ストレスを軽減する化学シャペロンによる糖尿病治療
薬の探索－ツール化合物を用いたコンセプトの検証

疾患プロテオゲ
ノム研究セン
ター・教授

親泊　政一 16,437,999 16,433,951 ２７年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノベー
ションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・医療ク
ラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅲ糖尿病と糖尿病性大血管合併症の新規治療法の開発
③-1：２型糖尿病の発症抑制法開発研究

疾患ゲノム研究
センター教授

親泊  政一 － 20,834,000 22年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノベー
ションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・医療ク
ラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅲ糖尿病の新規治療法の開発
疾患ゲノム研究
センター・教授

親泊　政一 － 20,500,000 23年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノベー
ションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・医療ク
ラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅲ糖尿病の新規治療法の開発
疾患プロテオゲ
ノム研究セン
ター・教授

親泊政一 － 23,000,000 24年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノベー
ションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・医療ク
ラスター　公益財団法人とくしま産業振興機構

Ⅲ糖尿病の新規治療法の開発
疾患プロテオゲ
ノム研究セン
ター・教授

親泊政一 - 18,832,000 24年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノベー
ションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・医療ク
ラスター　公益財団法人とくしま産業振興機構

Ⅲ糖尿病の新規治療法の開発
疾患プロテオゲ
ノム研究セン
ター・教授

親泊政一 － 26,600,000 25年度

契約 受託 大塚製薬株式会社
シェーグレン症候群モデルマウスにおけるレバミピド点眼液
の治療効果に関する研究

HBS（歯学系）
教授

林 良夫 － 11,960,000 22～23年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学学長裁量経費･革新的特色研究に関係する外部資金等                                                         資料3
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区分 種類 省　庁　名　・　事　業　名　等 課　　　　　　　　　　　　　題　　　　　　　　　　　　　名 部局名・職名 氏　　　名 申　請　額 採択(契約)額 期　　間

採択 助成
（公財）上原記念生命科学財団・平成２７年度　研究助成
金

Palau'amineをリードとした新規免疫抑制化合物の創製研究
医歯薬学研究
部（薬学系）・教
授

難波　康祐 5,000,000 5,000,000 27年度

契約 共同 株式会社　オーラルケア
新規蛍光分子1,3a,6a-トリアザペンタレンを基盤とする歯周
病簡易検査キットの開発

医歯薬学研究
部（薬学系）・教
授

難波　康祐 － 20,000,000 27年度

採択 競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

H3K9脱メチル化エピゲノムによる生殖細胞の機能制御
疾患酵素学研
究ｾﾝﾀｰ・教授

立花　誠
4,000,000

（8,000,000）
4,000,000

（8,000,000）

26年度
（26年度～27年

度）

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(A) ほ乳類のエピゲノム性差とその構築因子の機能の解明
疾患酵素学研
究ｾﾝﾀｰ・教授

立花　誠
20,000,000

（50,000,000）
13,100,000

（31,100,000）

26年度
（26年度～28年

度）

採択
（継続）

競争 科学研究費助成事業　基盤研究（Ａ） ほ乳類のエピゲノム性差とその構築因子の機能の解明
疾患酵素学研
究ｾﾝﾀｰ

立花　誠
9,000,000

（31,100,000）

27年度
（26年度～28年

度）

採択 助成 （公財）　上原記念生命科学財団・平成２６年度　研究助成 ヒストン脱メチル化酵素による生殖細胞の機能制御
疾患酵素学研
究センター・教
授

立花　　誠 5,000,000 5,000,000 26年度

採択
（継続）

競争 科学研究費助成事業　若手研究(A) 胚の体幹部を形成する体軸幹細胞の制御システム
藤井節郎記念
医科学ｾﾝﾀｰ・
助教

竹本　龍也
6,100,000

（21,100,000）

26年度
（24年度～26年

度）

採択 助成
（公財）三菱財団・第４５回（平成２６年度）三菱財団自然科
学研究助成

胚の体幹部組織を産みだす体軸幹細胞のWntシグナル強度
に応じた維持と分化の制御機構

藤井節郞記念
医科学ｾﾝﾀｰ・
特任助教

竹本　龍也 8,000,000 7,000,000 26年度

採択 助成 （公財）住友財団・２０１４年度　基礎科学研究助成 １細胞標識と長時間培養によるマウス初期胚細胞系譜解析
藤井節郞記念
医科学ｾﾝﾀｰ・
特任助教

竹本　龍也 5,000,000 1,500,000 26年度

採択 助成 （公財）　上原記念生命科学財団・平成２６年度　研究助成 ユビキチン分解によるDNA複製ライセンス化機構の解明
ＨＢＳ（歯学
系）・准教授

工藤　保誠 5,000,000 5,000,000 26年度

採択 競争 科学研究費助成事業　若手研究(A)
代謝シグナルの流れにより変化するエピゲノムと生活習慣病
の関連性の解明

医歯薬学研究
部（医学系）・助
教

上番増　喬
11,100,000

（30,000,000）
6,600,000

（17,900,000）

27年度
（27年度～30年

度）

採択 競争
厚生労働省・日本医療研究開発機構研究費・医療機器開
発推進研究事業

生体内分解性素材を用いた国際治療デバイスの開発-経カ
テーテル的心房中隔欠損孔閉鎖デバイスの開発-

ＨＢＳ（医学
系）・助教

黒部　裕嗣 59,800,000 47,840,000 ２７年度

採択 競争
（独）科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業（さき
がけ）「生体における動的恒常性維持・変容機構の解明と
制御」領域

中核・末梢・時間を統合した代謝生理学的ネットワーク機能
の解明

ＨＢＳ（医学
系）・講師

志内　哲也 40,000,000
平成25年度
10,920,000

25～29年度

採択 競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

集団的細胞運動を支える細胞内小胞輸送とアクチン細胞骨
格再編成のクロストーク制御

HBS（医学系）・
助教

坂根　亜由子
 4,000,000
(8,000,000)

3,500,000
（7,000,000）

25年度
（25年度～26年

度）

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
頭蓋顎顔面領域高頻度疾患の原因究明から病態発症機序
解明への最先端研究戦略

ＨＢＳ（歯学
系）・教授

田中　栄二
8,500,000

（20,000,000）
5,600,000

（12,500,000）

26年度
（26年度～28年

度）

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
アポリポタンパク質によるHDL産生・代謝調節機構の物理化
学的基盤解明と創薬展開

HBS（薬学系）・
教授

斎藤　博幸
 5,930,000

(18,530,000)
4,600,000

（13,600,000）

25年度
（25年度～28年

度）

採択
（継続）

競争
厚生労働省「厚生労働科学研究費補助金」難治性疾患等
克服研究事業（難治性疾患克服研究事業）

先天性免疫不全症候群の病態解明と予後改善に関する研
究

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

峯岸　克行
31,200,000

（53,400,000)
28,080,000

平成25年度
25年度

（24～25年度）

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
STAT3の遺伝子変異により発症するアレルギーの病態形成
機構の解明

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

峯岸　克行
7,400,000

(20,000,000)
5,600,000

（14,200,000）

25年度
（25年度～27年

度）

採択 競争
厚生労働省・平成26年度厚生労働科学研究・疾病・障害
対策分野（難治性疾患等実用化研究事業）

アトピーと骨粗鬆症を発症する難病の病院・病態解明と新規
治療法開発

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ機能ｾﾝﾀｰ・
教授

峯岸　克行 ¥90,000,000
平成２６年度

39,000,000
26～28年度

採択 競争
厚生労働省・日本医療研究開発機構研究費・難治性疾患
実用化研究事業

高IgE症候群の病因・病態解明と新規治療法開発
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

峯岸　克行 ¥40,000,000 ¥27,300,000 ２７年度

契約 受託 独立行政法人　科学技術振興機構
ヒト遺伝性アレルギー疾患「高IgE症候群」の発症機構の解明
とその制御

疾患プロテオゲ
ノム研究セン
ター・教授

峯岸克行 － 6,500,000 24年度

契約
（継続）

受託
（独）科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業ﾁｰﾑ
型研究（CREST）

ヒト遺伝性アレルギー疾患「高IgE」症候群の発症機構の解明
とその制御

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

峯岸　克行 － 13,000,000 25年度

採択 助成 （公財）上原記念生命科学財団・平成２４年度　研究助成 遺伝性免疫疾患の原因遺伝子同定研究
HBS（医学系）・
教授

安友　康二 5,000,000 5,000,000 24年度

採択 助成 （公財）上原記念生命科学財団・平成２４年度　研究助成 高選択的タンパク質ラベル化試薬の開発
HBS（薬学系）・
教授

大高　　　章 5,000,000 5,000,000 24年度

採択 競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

プロテオミクスを用いたＦＧヌクレオポリンのリン酸化による核
膜孔制御の解明

疾患酵素学研
究センター・准
教授

小迫　英尊
4,980,000

（9,960,000）
4,300,000

（8,700,000）

24年度
(24年度～25年

度)

採択 競争
文部科学省・「次世代がん研究戦略推進プロジェクト」次世
代がん研究シーズ戦略的育成プログラム

乳がんにおける新規０－結合型糖転移酵素の基質特異性の
解明と革新的創薬研究

疾患ゲノム研究
センター・教授

片桐　豊雅 56,870,000
平成23年度分

6,000,000
23～2７年度

採択
（継続）

競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

新規エストロゲン依存性乳癌細胞増殖機構のシステム的統
合理解

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅
8,000,000

（16,000,000）

24年度
(23年度～24年

度)

採択
（継続）

競争
文部科学省・「次世代がん研究戦略推進プロジェクト」次世
代がん研究シーズ戦略的育成プログラム

「がん関連遺伝子産物の転写後発現調節を標的とした治療
法の開発」（乳がんにおける新規0-結合型糖転移酵素の基
質特異性の解明と革新的創薬研究）

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅 － 10,500,000 24年度

採択 競争
文部科学省・平成25年度　オーダーメイド医療の実現プロ
グラム（第３期）

新規乳がん関連遺伝子の同定と機能解析を通じた個別化医
療のための病態診断法の確立

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅
（分担）

25,000,000
（平成25年度）

5,000,000
25～29年度

採択 競争
科学研究費助成事業　新学術領域研究
（研究領域提案型）

内分泌療法耐性乳癌克服に向けた新規エストロゲンシグナ
ル制御のシステム的統合理解

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅
 7,000,000

(14,000,000)
4,400,000

（9,300,000）

25年度
（25年度～26年

度）

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
新規エストロゲン受容体活性制御分子の生体機能解明と創
薬研究

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅
 7,400,000

(20,000,000)
5,200,000

（13,200,000）

25年度
（25年度～27年

度）

契約 受託
文部科学省　平成23年度科学技術試験研究委託事業「ゲ
ノム網羅歴解析情報を基盤とするオーダーメードがん医
療」

ゲノム網羅的解析情報を基盤とするオーダーメードがん医療
（乳がん関連遺伝子の同定とその機能解析）

疾患ゲノム研究
センター・教授

片桐　豊雅 － 5,000,000 23年度

契約 受託
文部科学省・科学技術試験研究委託事業・次世代がん研
究戦略プロジェクト

がん関連遺伝子産物の転写後発現調節を標的とした治療法
の開発（乳がんにおける新規０－結合型糖転移酵素の基質
特異性の解明と革新的創薬研究）

疾患ゲノム研究
センター

片桐　豊雅 － 5,500,000 23年度

契約 受託
文部科学省・科学技術試験研究委託事業・次世代がん研
究戦略プロジェクト

がん関連遺伝子産物の転写後発現調節を標的とした治療法
の開発（乳がんにおける新規0-結合型糖転移酵素の基質特
異性の解明と革新的創薬研究）

疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅 － 11,000,000 25年度

契約 共同 オンコセラピー・サイエンス株式会社 抗癌剤開発のための新たな癌関連遺伝子（産物）の単離
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅 － 5,000,000 24年度

徳島大学パイロット事業支援プログラム（研究支援事業）採択事業に関係する外部資金等                                              資料４
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契約 共同 オンコセラピー・サイエンス株式会社 抗癌剤開発のための新たな癌関連遺伝子（産物）の単離
疾患ﾌﾟﾛﾃｵｹﾞﾉ
ﾑ研究ｾﾝﾀｰ・
教授

片桐　豊雅 30,000,000 26年度

採択 助成
（財）とくしま産業振興機構・とくしま経済飛躍ファンド事業
助成金（中小企業を支援する団体等が行う事業）

病理・研究関連産業分野支援事業 STS教授 野地　澄晴 10,000,000 8,000,000 23年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅱ糖尿病および関連疾患の診断法および検査・診断装置の
開発
②-１：遺伝子レベルのマーカー探索法の開発と高感度シグ
ナル増幅法の開発

STS教授 野地  澄晴 － 24,724,000 22年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅱ　糖尿病および関連疾患の診断法および検査・診断装置
の開発

STS研究部・教
授

野地　澄晴 － 18,000,000 23年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅱ糖尿病および関連疾患の診断法および検査・診断装置の
開発

本部・理事 野地澄晴 － 18,000,000 24年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　公益財団法人とくしま産業振興機構

Ⅱ糖尿病および関連疾患の診断法および検査・診断装置の
開発

本部・理事 野地澄晴 － 5,940,000 24年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　公益財団法人とくしま産業振興機構

Ⅱ糖尿病および関連疾患の診断法および検査・診断装置の
開発

本部・理事 野地澄晴 － 16,315,000 25年度

契約 受託
（独）医薬基盤研究所・保健医療分野における基礎研究推
進事業

立体構造改変に基づくGM2ガングリオシドーシス新規治療薬
の開発

HBS（薬学系）
教授

伊藤　孝司 － 20,000,000 23年度

契約 受託 独立行政法人医薬基盤研究所
高機能複合型新規リソソーム病治療薬の開発                 立
体構造改変に基づくGM2ガングリオシドーシス新規治療薬の
開発

HBS（薬学系）・
教授

伊藤　孝司 － 10,000,000 24年度

契約 受託 独立行政法人農業生物資源研究所
治療用の高機能型ヒト酵素および酵素増強化合物の開発と
評価

HBS（薬学系）・
教授

伊藤　孝司 － 16,000,000 24年度

契約
（継続）

受託
（独）医薬基盤研究所・先駆的医薬品・医療機器研究発掘
支援事業

立体構造改変に基づくGM2ガングリオシドーシス新規治療薬
の開発

ＨＢＳ（薬学
系）・教授

伊藤　孝司 － 15,000,000 25年度

採択 競争 科学研究費助成事業　基盤研究(B)
頭蓋顎顔面領域高頻度疾患の原因究明から病態発症機序
解明への最先端研究戦略

ＨＢＳ（歯学
系）・教授

田中　栄二
8,500,000

（20,000,000）
5,600,000

（12,500,000）

26年度
（26年度～28年

度）

契約 受託 独立行政法人医薬基盤研究所 Ex3産生細胞の樹立と調製 STS教授 大政健史 － 11,000,000 23年度

契約 受託 独立行政法人医薬基盤研究所 Eｘ3産生細胞の樹立と調製 STS・教授 大政健史 - 9,500,000 24年度

採択 競争 科学研究費補助金　基盤研究（Ｂ）
腫瘍内微小環境の能動的制御に基づく革新的ＤＤＳの開発
とがん治療への展開

HBS（薬学系）・
教授

石田　竜弘
8,060,000

（19,690,000）
6,200,000

(14,200,000)

24年度
(24年度～26年

度)

採択
（継続）

競争 科学研究費補助金　若手研究(A)
昆虫型マイクロロボットによる高自由度・長距離・小径曲がり
穴放電加工システムの開発

STS　教授 石田　徹
7,500,000

（14,300,000）

24年度
(22年度～25年

度)

契約
（継続）

共同 大鵬薬品株式会社 抗がん剤リポソーム製剤化検討
ＨＢＳ（薬学
系）・准教授

石田　竜弘 － 11,000,000 2５年度

採択 競争
独立行政法人　日本学術振興会　頭脳循環を加速する
若手研究者戦略的海外派遣プログラム

疾患ニュートリオームを基盤とした加齢による循環器障害研
究の国際ネットワーク構築

HBS（医学系）・
教授

玉置　俊晃 76,670,000
H23年度

16,830,000
23～25年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅳ糖尿病および関連疾患の発症･進展を防ぐ食品･医薬品
素材の開発研究
④-２：肥満および糖尿病を克服するための医薬品素材開発
研究

HBS（医学系）
教授

玉置  俊晃 － 51,782,000 22年度

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅳ糖尿病および関連疾患の発症・進展を防ぐ食品医薬品素
材の開発研究

HBS（医学系）・
教授

玉置　俊晃 － 39,600,000 23年度

採択
（継続）

競争 林野庁 高付加価値型製造システム：水蒸気爆砕法樹脂製造タイプ
STS研究部・教
授

中村嘉利 － 42,100,408 24年度

契約 受託 林野庁・森林資源活用型ニュービジネス創造対策事業
水蒸気爆砕法による木質バイオマスリファイナリシステムの確
立

STS教授 中村  嘉利 － 45,000,000 22年度

契約 受託 林野庁
水蒸気爆砕法による木質バイオマスリファイナリシステムの確
立

STS研究部・教
授

中村　嘉利 － 39,447,000 23年度

採択 競争
（独）科学技術振興機構「戦略的創造研究推進事業
（CREST）【炎症の慢性化機構の解明と制御に向けた基礎
擬生術の創出】領域」

臓器特異的自己免疫疾患の病態解明による慢性炎症制御
法の開発

疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　　　満 205,000,000 205,000,000 23～28年度

採択
（継続）

競争
（独）科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業チーム
型研究（CREST）

臓器特異的自己免疫疾患の病態解明による慢性炎症制御
法の開発

疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　　満 － 50,440,000 24年度

採択
（継続）

競争
科学研究費補助金　新学術領域研究
（研究領域提案型）

胸腺髄質上皮細胞分化機構の解明
疾患酵素学研
究センター・教
授

松本　満
5,000,000

（10,000,000）

24年度
(23年度～24年

度)

契約 受託
文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノ
ベーションクラスタープログラム（グローバル型)　徳島健康・
医療クラスター　財団法人とくしま産業振興機構

Ⅲ糖尿病と糖尿病性大血管合併症の新規治療法の開発
③-1：２型糖尿病の発症抑制法開発研究

疾患ゲノム研究
センター教授

親泊  政一 － 20,834,000 22年度

13
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平成22年度（競争的資金・3000万円以上の受入） 資料６

所属 代表者 職名 相手先 研究題目 受入金額
契約日
（原）

契約日
（変更①）

契約日
（変更②）

契約日
（変更③）

終了日

1 ゲノム 岡崎拓 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

自己免疫疾患制御分子の同定に
よる新規治療法の開発 56,225,000 H21.10.1 H22.4.1 H22.9.1 H22.11.24 H24.3.31

2 酵素 木戸博 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

低侵襲性高感度マルチ抗原アレ
ルギー診断チップの開発研究 52,865,800 H22.3.31 H22.10.1 H23.3.31

3 酵素 木戸博 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

ウイルス感染感受性およびワクチ
ン接種必要性診断技術の開発 38,480,000 H21.10.1 H22.4.1 H22.12.22 H23.3.31

平成23年度（競争的資金・3000万円以上の受入）

所属 代表者 職名 相手先 研究題目 受入金額
契約日
（原）

契約日
（変更①）

契約日
（変更②）

契約日
（変更③）

契約日
（変更④）

契約日
（変更⑤）

終了日

1 酵素 木戸博 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

ウイルス感染感受性およびワクチ
ン接種必要性診断技術の開発 34,190,000 H23.4.1 H23.12.14 H24.3.31

2 酵素 木戸博 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

低侵襲性高感度マルチ抗原アレ
ルギー診断チップの開発研究 52,725,000 H23.4.1 H23.10.1 H24.3.31

3 酵素 松本満 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

臓器特異的自己免疫疾患の病態
解明による慢性炎症制御法の開
発

39,000,000 H23.10.1 H24.3.31

4 ｹﾞﾉﾑ 岡崎拓 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

自己免疫疾患制御分子の同定に
よる新規治療法の開発 60,450,000 H21.10.1 H22.4.1 H22.9.1 H22.11.24 H23.4.1 H23.11.1 H24.3.31

平成24年度（競争的資金・3000万円以上の受入）

所属 代表者 職名 相手先 研究題目 受入金額
契約日
（原）

契約日
（変更①）

終了日

1 医 安友康二 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

稀少遺伝性炎症疾患の原因遺伝
子同定研究 87,373,000 H24.4.1 H24.12.25 H27.3.31

2 酵 松本満 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

臓器特異的自己免疫疾患の病態
解明による慢性炎症制御法の開
発

50,440,000 H24.4.1 H27.3.31

3 酵素 木戸博 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

低侵襲性高感度マルチ抗原アレ
ルギー診断チップの開発研究 47,525,000 H24.4.1 H24.11.1 H25.3.31

4 ｹﾞﾉﾑ 岡崎拓 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

自己免疫疾患制御分子の同定に
よる新規治療法の開発 42,825,900 H24.4.1 H27.3.31

平成25年度（競争的資金・3000万円以上の受入）

1 医 安友康二 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

稀少遺伝性炎症疾患の原因遺伝
子同定研究 53,170,000 H25.7.29 H24.4.1 H24.12.25 H25.4.1 H27.3.31

2 医 岡久稔也 准教授 株式会社タカトリ
難治性胸腹水の外来治療を可能
とするモバイル型胸腹水濾過濃縮
用装置の開発

34,271,160 H25.12.5 H25.10.8 H26.2.20

3 工 安井武史 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

ERATO:美野島知的光センセサイ
ザプロジェクト 54,250,000 H25.10.1 H29.3.31

4 酵素 松本満 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

臓器特異的自己免疫疾患の病態
解明による慢性炎症制御法の開
発

54,860,000 H25.7.31 H24.4.1 H25.4.1 H27.3.31

5 ゲノム 岡崎拓 教授
独立行政法人科学
技術振興機構

自己免疫疾患制御分子の同定に
よる新規治療法の開発 50,570,000 H25.9.12 H24.4.1 H25.4.1 H27.3.31

受入金額
契約日
（最新）

契約日
（原）

契約日
（変更1）

契約日
（変更2）

終了日所属 代表者 職名 相手先 研究題目
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とくしま「健幸」
イノベーション構想
推進地域

文部科学省　地域イノベーション戦略支援プログラム
（国際競争力強化地域）

とくしま「健幸」イノベーション推進協議会

徳島糖尿病研究開発イノベーションの
創出による糖尿病克服と
健康・長寿社会の実現
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ごあいさつ

地域イノベーション戦略支援プログラムとは

プロジェクトディレクター

濱尾 重忠

地域連携コーディネータの役割
・地域の技術シーズ情報を収集、整理
・企業ニーズの調査やマッチング 等

①地域イノベーション戦略の
　中核を担う研究者の集積

イノベーション推進協議会

総合調整機関

②大学等の知のネットワークの構築

徳島大学、徳島文理大学 企業、金融
機関等③地域イノベーション戦略実現のための

　人材育成プログラムの開発及び実施

（公財）とくしま産業振興機構

徳島県
地域イノベーション戦略策定

地域活性化に貢献しうる人材の創出

持続的なイノベーション創出による糖尿病の克服と
世界レベルの糖尿病臨床開発研究拠点の形成を目指して

平成26年7月、糖尿病の克服に向けた持続的なイノベーションの創出を目指

す「とくしま「健幸」イノベーション構想」が、国から四国で初めてとなる「地

域イノベーション戦略推進地域（国際競争力強化地域）」に指定され、また同

時に文部科学省の「地域イノベーション戦略支援プログラム」に採択されまし

た。

糖尿病はアジアを中心に患者数が急増しており、いまや世界的に克服すべき

課題となっています。本プログラムを活用し、徳島地域におけるこれまでの取

組により蓄積された成果をさらに発展させ、糖尿病克服に向けた産学官金が一

体となったより一層の取組が進められることとなります。

今後、関係機関との強力な連携のもと、構想に基づく取組を加速し、健康・

医療産業の創出による地域経済の活性化や、糖尿病克服による健康長寿社会の

実現を目指して参ります。

地域イノベーション戦略推進地域に選定された地域の

うち、戦略の実現に向けた優れた事業構想を持つ地域に

対して、文部科学省が地域の主体的・自立的な活動展開

に対する支援を行う事業です。

徳島地域においては本プログラムで、①地域イノベー

ション戦略の中核を担う研究者の集積、②大学等の知の

ネットワークの構築、③地域イノベーション戦略実現の

ための人材育成プログラムの開発及び実施の3メニュー

について支援を受け、糖尿病克服のための持続的イノ

ベーション創出に向けた研究開発等の取組を進めます。

事業実施期間は平成26年度から平成30年度の5年間

を予定しています。
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形
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尿
病
の
克
服
と
世
界

ベ

糖尿病患者数
国内950万人
海外3.8億人
糖尿病予備群
国内1,100万人

更に拡大を続ける
糖尿病関連市場

増加の一途を辿る
医療費の抑制

地域中小企業の活性
化と新規事業参入
（サービス、食品、
医療機器分野など）

先進医療機器及び
サービスの国際展開

地域特産品を用いた
6次産業の拡大

国際社会の先駆けと
なる健康・長寿社会
の実現

国
な
の

とくしま「健幸」イノベーション構想について

地
化

先

 総合メディカルゾーン（特区）

とくしま「健幸」イノベーション構想の全体図
区分 イノベーション・エコシステムの構築 生み出す成果 市場及び波及効果

戦
略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

他
省
庁
・
企
業
資
金
等
を
活
用
し
た
取
組

地
域
の
健
康
増
進
施
策

研究開発・臨床主体 共同研究企業

実施主体

研究者の集積
徳島大学糖尿病臨床
研究開発センター
徳島文理大学

アストラゼネカ
日本水産
大塚製薬

メカノジェニック
シスメックス
日本ユニシス
徳島データサービス
県内中小企業
県内一次産業

共同研究企業
倉本産業

旭化成ファーマ
味の素製薬
ユネクス

地域の関係団体

徳島県医師会

徳島県栄養士会

健康保険の保険者

県内医療機関

オムロン
Arcturus

パナソニックヘルスケア
県内医療機関
県内中小企業
県内一次産業

研究設備・機器等の共有化
徳島大学藤井節郎
記念医科学センター

徳島大学大学院等

徳島県立中央病院

公設試験研究機関

徳島大学農工商連携センター

人材育成プログラムの開発

徳島県
徳島県内市町村

とくしま産業振興機構

糖尿病克服に向けた
各種施策を実施

とくしま産業振興機構　　
知のネットワーク構築

共
同
研
究

共
同
研
究

海
糖
国

更
糖知の

ネットワーク

金融支援

共
同
研
究

連
　
携

知の
ネットワーク

金融支援

死
の
谷
を
越
え
る
橋

製品・サービス

画期的な糖尿病「重症化予防」技術等
糖尿病病態進行の抑制
膵島治療に求められる移植マーカー
膵β障害マーカーGAD測定法
新規魚油成分による臓器保護作用物質

糖尿病合併症の抑制
糖尿病重症化を抑制する化学シャペロン
糖尿病合併症治療薬候補のスクリーニング技術
糖尿病合併症のコンパニオン診断薬

疾患管理
最適な個別化治療・重症化予防プログラム

検診機器 給食・運動 観光・宿泊

医　　療
徳島ならではの地域医療連携

薬局 会員制健康
管理サービス

全国有数の
ICT環境

県医師会
との連携

成果を活かした地域産業の創出　　   
全国屈指の
医師数

知のネットワーク・国際技術動向調査ユニット等を活用した市場から大学等へのバック・トゥ・サイエンス

国際技術動向調査ユニット

徳島県民の健康寿命延伸
食生活や運動習慣等の生活習慣の改善
保健指導・医療機関の受診率向上
糖尿病患者（予備群）の治療継続者割合の増加
血糖コントロール不良者の割合の減少
糖尿病腎症による新規透析導入患者数の減少

「とくしま「健幸」イノベーション構想」では、これまでの

取組のなかで生み出された地域ネットワークや研究開発基盤を

もとに、糖尿病の予防・診断・治療に関する幅広い取組を徳島

県の総力を挙げて実施することにより、糖尿病の克服と健康寿

命の延伸を目指します。

大学等の知見を生かした世界レベルの糖尿病の研究開発を進

め、その研究成果を「製品」及び「サービス」両面での事業化

に結びつけるとともに、地域住民の健康増進を推進するための

戦略を展開します。

これにより、世界的に急増する糖尿病の克服に資する製品・

サービスを、国内はもとより国際市場へと拡大させるとともに、

県民の健康寿命の延伸による「健全な労働力の維持確保」及び「医

療費の削減」を実現し、糖尿病をテーマとした課題解決モデル

の構築を図り、活力にあふれる地域経済を創造します。

産学官金が密接に連携した取組を通じてイノベーションを創

出し、そこで得た成果を更なるイノベーション創出のための取

組に還元していく「イノベーションエコシステム」を構築し、

事業完了後も自立的かつ持続的な発展が可能な、世界レベルの

糖尿病臨床研究開発拠点の形成を目指します。
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①地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積

研究統括：徳島大学副理事

松本 俊夫

渡辺 敏弘（シスメックス）、廣島 佑香（ニューサウスウェールズ大学）、竹尾 仁良（日本水産）他1名予定

テーマ②：糖尿病合併症からまもる研究

テーマ③：ニーズを集め、ベストミックスを組み立てる研究

テーマ①：糖尿病病態進行からまもる研究

研究代表者

親泊 政一
（徳島大学疾患プロテオゲノム研究センター 教授）

研究代表者

船木 真理
（徳島大学病院 糖尿病対策センター 特任教授）

研究代表者

松久 宗英
（徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター 特任教授）

招へい
研究者

谷内 秀輔（広島大学）、山川 哲生（産業技術総合研究所）、張 君（広島大学）、阿部 佳織（産業技術総合研究所）招へい
研究者

松本 佳也（兵庫大学）、曾我部 麻子（カリフォルニア大学）招へい
研究者

徳島地域のシーズをさらに強化、補完するのに必要な技術を持つ人材を国内外から招へいし、

3テーマの柱からなる研究開発を実施します。

膵β細胞の傷害を早期に発見するエピゲノム解析技術等の開発により、糖尿病の早期
診断、膵島移植後の細胞障害の定量化を実現し、膵β細胞治療の技術開発を促進します。
また、これまでの成果である「超高感度自己抗体測定法」の応用により、膵β細胞の
機能低下を早期かつ的確に診断、適切な治療につなげます。
さらに、魚油由来脂肪酸にインスリン抵抗性改善作用等があることに着目し、世界初
となる糖尿病の原因であり合併症でもある非アルコール性脂肪性肝炎の新たな治療薬や
特定保健用食品の開発を目指します。

糖尿病と合併症の原因となる小胞体ストレスを解消する画期的な創薬を実現すること
により、医療費削減、健全な労働人口の確保に寄与することを目指します。
これまでの成果である「小胞体ストレスを標的とした創薬スクリーニング法」を応用し、
世界初となる画期的な治療薬のリード化合物を開発します。
また、このスクリーニング法をさらに横展開し、糖尿病合併症のリード化合物の開発
を行い、開発完了後は早期の創薬開発・社会実装を実現します。これらの研究開発の促
進と高度化を図るため、これまでの成果である「細胞機能を体外で再現する技術」を応
用し、ヒト間葉系幹細胞を用いたiPS細胞培養系の確立等も併せて行います。

効果的な糖尿病治療を実現するとともに、テーマ①及びテーマ②の研究開発と臨床と
の有機的連携を図るため、ICTを活用した新たな地域医療連携モデルの開発等を行います。
これまでの成果の発展形である検診・生活指導サービス、ICTを活用した地域医療ネッ
トワーク、エネルギー密度の概念を取り入れた食事メニュー・運動療法等と、効率的な
介入指導と糖尿病電子手帳を用いた患者本人による疾患管理等を組み合わせた、ICTを活
用した糖尿病地域医療連携モデルを開発します。
また開発後は、地域の民間医療機関等への技術移転を進めるとともに、地域の健康食
品産業やサービス産業との連携を進め、幅広い糖尿病検診治療ビジネスモデルの構築を
目指します。

（実施機関：徳島大学、徳島文理大学）
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②大学等の知のネットワークの構築

③地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施

プロジェクトマネージャー育成プログラム

地域糖尿病療養指導士（LCDE）育成プログラム

ICT ネットワーク運営、分析担当者育成プログラム

今後地域において不可欠となる人材を育成するための3つの人材育成プログラムの開発と実施を行います。将来の指導者的立場と
なる人材を長期的な視点で育成することにより、持続的なイノベーションの創出を狙います。

➡大学院生を主な対象として、社会ニーズの解決を第一に考え、研究シーズや関連技術を集め事業化に向かっ
てプロジェクトを推進していくプロジェクトマネージャーを「イノベーション基礎コース」と「イノベーショ
ン実践コース」の2つのステップで構成されるプログラムで育成します。

➡大学院生や医療従事者を主な対象として、糖尿病専門医のもとで患者への教育・指導を行う知識と技能を持っ
た糖尿病療養指導士を、県医師会による講習とも連携した大学の教育プログラムとeラーニングによる教材
発信などにより育成します。

➡大学院生や医療従事者を主な対象として、糖尿病克服のためのICTネットワークを運用・管理し、蓄積され
たビッグデータを活用することの出来る人材を、講習会やeラーニング、さらにはOJT方式による知識と技
術の習得を通じて育成します。

地域のシーズ及び企業や市場のニーズを調査、分析し、地域イノベーション戦略実現のための各種取組にフィードバックするとと
もに、生み出された成果の発信とベストマッチングを行い事業化を促進します。
またグローバルな競争力を持つため不可欠な知的財産戦略の構築、各種規制への対応、ベンチャー企業の設立支援などのため、そ

れぞれの分野の実務に精通した人材をアドバイザーとして配置します。

元イーグル工業株式会社代表取締役副社長、テック情報株式会社代表取
締役社長。
平成21年度～平成25年度知的クラスター創成事業「徳島　健康・医療
クラスター」事業総括として産学官をまとめ上げ数多くの成果を輩出。

（実施機関：（公財）とくしま産業振興機構）

（実施機関：徳島大学）

プロジェクトディレクター

濱尾 重忠

元日本アイ・ビー・エム株式会社取締役副社長、徳島県最高情報統括監。
グローバルビジネスと製品開発マネジメントについての豊富な知識に
よりプロジェクトディレクターを補佐。

副プロジェクトディレクター

丸山 力

大塚製薬株式会社入社後、探索第三研究所所長等を歴任。
これまでの研究開発や事業化の経験を活かし研究成果の事業化促進を
図る。

事業化統括

石山 広信

知的財産コーディネータ 合田 公志郎
地域連携コーディネータ 河端 繁勝
地域連携コーディネータ 湯浅 眞典

創業・経営アドバイザー 松島 陽介
海外技術・市場動向アドバイザー 掘越 大能
規制対応アドバイザー 久米 哲也
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徳島地域のこれまでの取組について

事業推進体制

お問い合わせ先

とくしま「健幸」イノベーション推進協議会
会長：徳島県知事 飯泉 嘉門     副会長：徳島大学学長  香川 征

イノベーション推進本部
課題解決プロジェクトチーム

事業戦略推進会議

国際技術動向調査ユニット

事業化推進協議会

知財化推進会議

事業化統括研究統括

研究代表者
テーマ1～3

コーディネータ 知的財産コーディネータ アドバイザー

産学官金連携統括

・地域連携CD ・創業経営AD
・規制対応AD
・海外技術市場動向AD

徳島大学
産学連携
推進部

招へい研究者
人材育成担当者

糖尿病克服
県民会議

プロジェクトディレクター　    濱尾 重忠
副プロジェクトディレクター　丸山 　力 

連携 連携 県医師会
県栄養士会等

徳島県商工労働部
新産業戦略課

徳島県保健福祉部
健康増進課

外部評価委員会

至 阿波池田

至明石、鳴門、高松

N

至小松島、高知

R11

R55

県庁

末広道路

アスティ徳島
徳島文理大学

文化の森

JR徳島駅

住宅展示場

徳島県立工業技術センター内

とくしま「健幸」イノベーション
推進協議会構成委員

徳島地域では、平成17年に12年連続で糖尿病死亡率全国ワースト1位が確定し
たことを受け、徳島県と徳島県医師会が共同で「糖尿病緊急事態宣言」を提唱し、
運動不足の解消や食生活の改善に向け、地域を挙げての「健康とくしま運動」を
展開してきました。
また平成21年度から5年間取り組んだ文部科学省の支援による知的クラスター

創成事業（徳島健康・医療クラスター）においては、産学官が連携し、糖尿病に
関する検査診断装置や食品・医薬品素材、またそこから派生するサービス事業も
含む幅広い研究開発を実施し、5年間で事業化・商品化件数33件、売上高は19億
円を超えるなど大きな成果が生まれました。
平成26年度からスタートした地域イノベーション戦略支援プログラムにおいて

は、これらの成果を発展させ、糖尿病重症化抑制に焦点を当てた研究開発等に取
り組みます。またその他の成果についても、他省庁や企業資金等を活用した地域
の取組により、今後も成果の拡大、展開に取り組んでいきます。

大塚製薬株式会社
徳島県鳴門病院
徳島県商工会議所連合会
徳島県商工会連合会
徳島県中小企業団体中央会
徳島大学
徳島文理大学
徳島県
阿波銀行株式会社
徳島銀行株式会社

公益財団法人とくしま産業振興機構  産学連携推進部
〒770-8021  徳島市雑賀町西開11番地の2 
Te l: (088) 669-4757
Fax: (088) 669-4759 
http://www.tokushima-kenkou.jp
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環境防災研究センター 平成 27 年度 事業内容 
 
１）講演会などの市民講座やシンポジウムの開催 
①勝浦川流域フィールド講座（共催） 
  5 月 24 日，5 月 31 日，6 月 21 日，5 月 28 日 
  7 月 26 日，8 月 2 日，9 月 13 日，10 月 25 日，（計 8 回） 
  受講生 12 名 
②地域継続シンポジウム（主催） 
  10 月 22 日 13:30～16:30（徳島県消防学校講堂），48 名. 
③平成 27 年自然災害フォーラム（主催） 
  12 月 14 日 10:30～16:30（サンポートホール高松），82 名 
④BCP（事業継続計画）トップセミナー in 徳島，（共催） 
  2 月 1 日 13:30～16:30（徳島グランヴィリオホテル 予定） 
⑤第 4 回防災・危機管理人材養成シンポジウム（共催） 
  3 月 16 日 13:30～16:30（香川大学工学部林町キャンパス） 
 
２）徳島市地震・津波マップ作成 
・渭東地区，A3 版カラー，8500 部 
・西富田地区，A3 版カラー，8000 部 
 
３）防災パンフレットの制作協力 
エフエム徳島「2015 年度版防災パンフレット」，A5 版，69 ページ． 
 
４）危機管理の人材育成 
①徳島大学防災リーダー 
・徳島県地域防災推進員養成講座 
 4 月 10 日～2 月 12 日，計 32 回（工学部共通講義棟） 
 修了生 125 名(予定)， 
・徳島県地域防災推進員短期養成講座 
 7 月 4 日，11 日，12 日，25 日，8 月 1 日，（工学部共通講義棟） 
 修了生 127 名 
②防災士養成研修 
・徳島県新任職員研修会 
 8 月 6 日，7 日，18 日，19 日，20 日，（徳島県自治研修センター） 
 修了生 121 名 
③平成 27 年度徳島県防人プロジェクト（平成 27 年度徳島県地域防災推進員養

成スタートアップ講座） 
 10 月 31 日（徳島県西部総合県民局三好庁舎） 
 11 月 1 日（徳島県西部総合県民局美馬庁舎） 
 11 月 21 日（神山町役場） 

27

別添資料11

fmvdesktop
タイプライターテキスト
資料9




 11 月 28 日（徳島県南部総合県民局阿南庁舎） 
 11 月 29 日（徳島県南部防災館） 
  5 会場での受講生計 110 名 
④企業防災支援活動  
 ・徳島県 BCP 研究部会 毎月 1 回（徳島大学工業会館ほか） 計 12 回 
 ・事業継続管理（BCM）訓練 （鳴門市役所ほか） 計 3 回 
 ・「地区防災計画モデル事業」現地アドバイザー（大塚製薬工場ほか） 
    8 月 21 日ほか，計 6 回 
⑤自治体 BCP 担当者研修会 （主催） 
 1 月 8 日 14:00～17:00（鳴門市役所） 
 2 月 17 日 14:00～17:00（阿南市役所） 
 2 月 18 日 14:00～17:00（徳島県庁）   
⑥自然災害リスクマネジメント講座 （徳島県主催，徳島大協力） 
 1 月 18 日 9:30～16:30 徳島県自治研修センター 参加者 57 名. 
⑦災害医療・保健福祉コーディネータ養成支援 
・平成 27 年度徳島県「警察・医師会・歯科医師会」合同災害時遺体対応訓練 
 6 月 7 日 
・平成 27 年度徳島県医師会遺体検案研修会，12 月 6 日 
・徳島県災害時対応研究会第 5 回研修会，2016 年 1 月 31 日. 
⑧四国防災・危機管理特別プログラム共同開設による専門家（災害・危機対応

マネージャー）の養成 
 平成 27 年度修了生，徳島大学 9 名，香川大学 9 名（予定） 
⑨「実践的防災・安全教育総合推進事業」推進委員会委員及び防災アドバイザ

ーを通した学校安全教育支援，佐古小学校・千松小学校・津乃峰小学校ほか 
⑩徳島県建設業 BCP 策定支援 
・なでしこ BC 連携訓練（美馬市脇町建設現場）,9 月 
・徳島県建設業 BCP 認定企業フォローアップ研修（徳島県庁）,10 月 
・なでしこパトロール（海部郡牟岐町建設現場）,1 月 
⑪社会福祉施設の BCP 策定支援 
・障害児福祉施設「未来」BCP 研修会  
  12 月 4 日，3 月 16 日（予定）  
  
５）防災・環境保全啓発番組の制作と放映 
 昨年度に引き続き，ケーブルテレビとくしま㈱，ニタコンサルタント㈱と協

力して防災と自然環境保全についての啓発番組「徳島の環境 防災 まちづく

り シリーズ２」を制作し，ケーブルテレビ徳島系列にて 11 月 2 日（月）から

毎週月曜日の 9：00～9:30 と 16：30～17:00 に放映．なお，第４回以降は平成

28 年度に放映予定． 
・第 1 回 豪雨災害に備える（11 月・12 月放映） 
・第 2 回 人と生きものが躍動する干潟（1 月・2 月放映）  
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・第 3 回 徳島の豊かな自然を守る人々（予定）（3 月・4 月放映） 
・第 4 回 昭和 51 年台風 17 号災害（予定）（5 月・6 月放映） 
・第 5 回 ホタルと生きる（予定）（7 月・8 月放映） 
・第 6 回 防災技術最前線 2（予定）（9 月・10 月放映） 
 
６）自然環境の保全・修復・再生に係る研究開発と地域支援 
① 徳島県内の 23 の環境保全団体からなるネットワーク組織である「生物多様

性とくしま会議]の運営・活動の支援,毎月第 2 水曜日 
②「スマホ生きもの調査」の実施（生物多様性とくしま会議等との共催）12 月

28 日〜1 月 31 日（予定）  
③みなみから届ける環づくり会議 運営支援 11 月 9 日,2016 年 1 月 19 日,2016
年 2 月 17 日（予定） 
 
７）自然災害調査 
 平成 27 年度も全国各地で災害調査を実施した． 
①2014 年広島土石流災害調査 
②長崎県佐世保市・地すべり調査 
③高知県東洋町野根・深層崩壊調査 
④2015 年台風 11 号災害調査 
⑦山形県蔵王火山砂防調査 
⑧長野県地附山地すべり/浅間火山砂防調査 
⑨徳島市眉山・土石流/落石調査 
⑩1972 年天草豪雨災害/2012 年阿蘇土石流災害調査 
⑪2011 年紀伊半島豪雨災害調査 
⑫香川県直島・岩盤崩壊調査 
⑬2015 年関東・東北豪雨調査（常総市ほか） 
⑭1972 年天草豪雨災害調査/2012 年阿蘇土石流災害調査 
⑮東日本大震災追跡調査 
 

８）研究開発 
① G 空間防災システムと L アラートの連携推進事業「被害シミュレーションと

デジタル道路地図（DRM）の融合等による災害対応業務即時プロジェクト」（代

表：徳島県，分担） 
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「地域と共に未来へ歩む徳島大学宣言」 

 

 

32

別添資料13



「地域創生センターの活動フレーム」 
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「那賀の特産品「はんごろし」」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●別添資料４「ゆずばあちゃんの手焼きせんべい販売」 
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「ミニ四国八十八カ所 水崎廻りマップ作成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●別添資料６「物産直売『なかなか市』」 
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「世界農業遺産認定支援事業関連資料」 

 

「徳島剣山世界農業遺産推進協議会」 
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「世界農業遺産登録に向けたシンポジウム①」 
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「世界農業遺産登録に向けたシンポジウム②」 
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「四国八十八箇所霊場と遍路道 世界遺産登録推進協議会」 
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「フューチャーセンタープロジェクトの取組」 
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「上勝学舎の取組」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●別添資料１１「徳島大学・美波町地域づくりセンターの取組」 
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「にしあわ学舎の取組」 
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「環境防災研究センターとの連携体制等」 
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「環境防災研究センターの取組」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       四国防災共同教育センター               ＢＣＰ研究部会 
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「平成 27 年度タウンミーティング アンケート結果」 
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「平成２７年度地域連携事業成果報告書」 
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「フューチャーセンター『A.BA』パンフレット」 
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「平成２７年度にしあわ学舎報告書」（抜粋） 
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「「神山学舎」の取組」 
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「まちしごとファクトリー関連資料」 

 

「新聞掲載記事「オープニングフォーラム」」 
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「新聞掲載記事「スモールビジネス研究室」」 
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新聞掲載記事「スモールビジネス合宿」」 
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「とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム概要図」 
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